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1殺る等の暴空
j=を力隠えらヤした事1liに遡 りますむ

この事件で、娘は約 2週間の安静加療を要する顔面打撲・座礁の傷害を負わ

せた行為にとどまらず、令和 2年 6月 13日午前 10時 30分 ごろから、同日

団     在のE
居室内において、娘に対 し暴行を加え、1



週間の安静、力H療を要する右上腕、下日唇、右顎、左手関節、右下腿、右鼠

径コ
`Ⅲ

右手、右肩及び胸部挫傷を負わせた事件がありまいた。

簡科があると聞いていたので、このような悲腺llを繰 り返さないためにも、刑

事事件にして有罪にしたかったです。

一方 は部割賦購入できなかった状況でした。

それで、娘は身代わりとなり、娘名義で車を割斯ヽす峰
仝
し、その車を

‐

IIL氏が乗つて予ヽたと彰tう 事・情がありました。

また、任意保険に加入していなくt事故を起こされて賠償能力がなかった

場合、こちらに責任が及ぶあを避けたぃとぃぅ背景もあう、車を取り戻すこ

とを第一に考えぎるを得ませんでした。

女性の暮半J長からは、今度は突刑になる可能制が高いので取り下げないほ

うが良tヽ と言われましたが、ゃむなく石談にすることに,ま した。

示談内容として娘名義の車の引き渡しと、金 10o万円を振り込む等の内容

で和解 しました。

最初の示談金20万円はすぐに支払われ革した。残りを一括での支払いは

無理とのことだったので、相談に乗ってあげました。



残 りは令和 2年 8月 から周年 10月 まで毎月末日限り、20万円ずつ、令和

2年 1'月 から令和 3年 2月 Iま で毎月末日限り5万円ずつ、といぅ条件でし

た。

しかし、示談金の振込 の供証人の兄弟からも次第に無く

なり、弁護士の先生に相談し、払期日は令和 7年 3月末日とし再度督促をし

ていただきましたむ

その結果、たびたびの督促により令不Π7年 1月 21日 に 40万ド]支払われま

した。

しかし、期日までに金額支払われることはありませんでした。そのため、

狼害賠筏請求事件の少額訴訟の審理の毅判を令和7年 4月 に入りすぐ依頼

し、書類を作成していただきました。その後t弁護士め先生からは、訴状作

成等の手付金の請求がありました。その金額は16万 5千円でしたと

のちに、令和 7年 5月 17諷 に示談金の残額 402,172円 が振り込まれたと

の連絡をいただきました。しかし)時すでに避しです。

この内容では、当方に手付金の負担義務はありません。

このような背景がありましたので、つくばT肘議会議員として、つくば百f民 とし

ての義務 果々たすよう1策情する次第です。

資料として当時の示談書を資料として提出いたします。



陳1背事項

・直ちに損害賠償請求事件の少額訴訟手付金 16万 5千円の支払を求めます

・前回令和 7年 5月 30日 の陳1昔から何の連絡もなく時間が過ぎたことについ

て、つくば11ご議会議員としての文章での説り1費任を求めます



談一不 赴
I当

(1ス |ギ
「町1」 という。 )、 (以下「乙」 (七 いう。)

及 以下 「丙Jと いうぃ)は、本側、リ ドのとおり合意した。

1 乙は、町4に対し′、乙のll任弁すする現在までF)以 ド(1)及び(2)■)熱行を含
む金ての行為 (以 下 :木件」という。)に より、幹1に多大な|ぬ体的・精神
的苦席を与えたことを深く謝罪とt珊4は こメ1フを受け入れるこ

(1)乙が、令和 241i6プ]18日 午白11 l o時 30分ころから周瞬午前 11
時ころまでの間、茨城県ちくば p千在:(′)IIIIII

力‖え、 1甲 に 1方居室内において、「ドに邦ユし熱行を

迎問の安静、力‖度を要する右 L腕、 下日尽、右敦、左千開節、布下腿、
右鼠径部、本手、右厨及び胸部機傷の傷筈を負わせた行為

(2)乙が、平成 80年 12月 11騨 (町1に対モノ殴る等の操行を加え、 lll
に約 2迎爆ηの安静、加療を要する顔師打撲・挫傷の傷害を負わ1士た行

為

2 乙イよ、中Iに対し、本件の示談金と tンて金 19()万円の文+ど、養務があるこ
とを認める。

3 乙は、甲に対し、本郷、前項の金員のうち金 20万伊1を文1ムい、日1は こ
れを隻領した。

4 と1は、甲に紺と、第 2収 (ノ)金艮から前事の金員を挫除と/た残額の金80
万円を、次のとおり分制 t´ て(坪

'指
定σ〕下記 r¬座へ振り込む方法により支

1ど、う.振込手数准|は乙♂)負担とする、乙が当該文V、を怠′,た場合には、rぢ
イよ甲に対とン、年 14.6γ)の割今による避延機答命を支払う。
(1)令和 2年 8月 から同年 1(〕 月まで毎,1末翔限り 20万円ずつ
(2)令和 2年 十1メ1から令和手;年 2月 Hミで彿チ可末口限り 5万μlずつ

記

ナPT|くイ子
 ‐

:覚 ■



う 丙は、叶1に対し、乙び)Чlに対けする第曇項の樹務を連特キ保〒悧〕~る .西は、
叩代剰!人 に対 tン 、 白i■ T)勤務先の情報を提供と′、令不H8年 2'1末 日までti
勤務先が変更とな f)た場合にイよ、変更後 lノ,勤務先の情報を甲代〕■人に告知1
‐
するら        

｀

6 なょは、甲に対 t′ 、本田、乙がp:持するFμ所有の自動 11

登録番七 車モⅢ:番 号‐ 以 下 1本件白

動r柱 Jと いうぅ)の鍵を交付 tダ、軒1は これを受領し/た争乙は、本側f白 動車

に関するDi有権 (持分)及びすべてT)請求14を放案する。

7 甲は、乙に丼|・ こャ、本日、鳴3が所持する第 1項 (1)記載
`ノ

)と上方の鍵を交付

[′、と,はこれを受領 tッた。

8 乙メデ内1こ :存サ｀る叶fσ,〃Fイ l~物イこヤつき、 とょは、 叩れヽら令れ12旬i7月 末日友で
に物II!1を特定の tiじ 1渡 tィの要求がさ,1,た物辞]について、乙方内を確誌の上、

乙に引k,いて見つけることができた物 I録1を、同年 8月 15日 までに到
`イ

史でЧl

代理人の住えJ〒宛に送ることとする予町1はヽ令れ12年 7月 末日百こでに引波 Lン

の要求をしなかったれ方内の甲の翔

'れ

・
物にメ,ぃ ては、所冶

i権
を股棄とン、とと

'

において処分されィてt,共議を述べない。

9 乙は、乙が所持するHlに開するデータを全て消去 tァ、今後、本示談普の
腔行のア1めその他のや上,を得ない場合を除さ、そば)意思に基づいて、甲及

び41の規族に接触せ
―
J」、 とり〕の連絡なとらないことを確約する。乙が本条

任逢反 し,て 甲に接触叉は連絡を1又った場合には、甲に対 |ン 、逮約金とtて

金と,Oo万円を1支払う。

10 叶1は、本件について、乙からの甜すサトなf受け入れ、浄ノ)刑事処釧を求めな

い゛颯1は、こスに対する第 1項 (1)及び (2)の行為にかかる畔f告 を含む ‐切ブ,

告訴及び被審届を取リドげ、今後、本件について告訴及び被審屈の提出を'

行わない。  ′

H llJ、 と,及び丙は、吋1乙 !手出1及 び |+Ⅲ 内問に、本示談普lノ )はか、そサしぞれ何ら

の使14横務関係が存しないことな1榊:認する.

,
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